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売上予測 

棚 POWER の売上予測とは、売上データを参照し、商品の陳列を変更することで売上がど
のように変化するかを予測する機能です。 
棚割モデルと売上情報が紐づけされている状態で「位置指数」「フェイス指数」「アイテム
指数」の 3 つの指数を使用して予測値を計算します。 

棚割モデルの表⽰〜分析設定 

1． 棚割操作-[開く] より、売上を予測する棚割モデルを選択、表示します。 

 

2． 棚割操作-[分析設定] をクリックし、一覧の中から売上予測に使用する売上情報を選択して、［設定］をク
リックします。 

 

  

   起動～準備 指数の設定 予測結果を確認 

■売上データ 
事前に棚 POWER に「売上情報」と
して登録しておく必要があります。 
登録方法は操作テキスト『棚割分析
編』をご確認ください。 

■分析期間 
分析設定内の「分析期間」未指定の
場合は、登録したデータの全期間を
集計して分析します。 
一部の期間のみ分析で使用する場合
は、分析期間に使用する期間を設定
してください。 
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3． 棚割操作-[売上予測]ボタンをクリックします。 
画⾯右側「商品リスト」欄が「売上予測」欄に変更されます。 

4． 「予測基準」より「現状棚割モデルから予測」を選択し、［売上予測］をクリックします。 

 

指数の設定 

売上予測を⾏うためには各指数の設定が必要です 
指数には「位置指数」「フェイス指数」「アイテム指数」の 3 要素があり、それら全てを組み合わせて予測値
を算出します。 

5. 「位置指数」を設定します。 
位置指数とは陳列位置が売上に与える影響を指数化したものです。 
購買者層の性別や年齢、店頭での客動線などの条件を元に初期値を⾃動設定させることが可能です。 
 
•条件設定で購買者層（性別/年齢）の設定を⾏ないます。 
•客動線を設定します。 
•L字什器を使用されている場合は、什器情報の「L字什器」を有効にします。 
•条件設定の設定をもとに位置指数が反映します。 
 

 
 

購買者の視線の高さ＝
ゴールデンゾーンとな
り、ゴールデンゾーン
の指数を 100 として、
その他のエリアの指数
を調整します。 

「現状棚割モデルから予測」
する場合は、予測開始時点の
棚割と編集されていく棚割を
常に比較して売上がどう変化
するのかを予測します 
 
「他の棚割モデルから予測」
での予測については４P をご
覧ください。 

 起動～準備 指数の設定 予測結果を確認 

位置指数のチェックボ
ックスを選択すること
で視線の高さを手動で
変更することも可能で
す。 
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6. 「フェイス指数」を設定します。 
フェイス指数とは「フェイス数が売上に与える影響」を指数化したものです。 
1 フェイスの指数を 100 として、2フェイス、3フェイスと拡⼤した場合の売上変動を指数で管理します。 

 

7. 「アイテム指数」を設定します。 
位置指数、フェイス指数のほか、売上に影響を与えるすべての要素はアイテム指数として使用します。 
『ＣＭや店舗内のPOPなど販促活動の有無による影響』『展開時期』『新規陳列商品による既存商品への影
響』など、⾃由な視点で設定できます。 

 

 

8. 「設定」をクリックします。 
 各指数の設定を次回売上予測時も保持するかを選択するウィンドウが表示されます。 
 「はい」または「いいえ」をクリックすると売上予測の結果が表示されます。 

 

フェイス数ごとに数値を直
接⼊⼒します。 
「初期値」をクリックする
と、全フェイス指数が初期
値に置き換わります。 
各エリアの指数は、手動で
細かく調整する事も可能で
す。 

アイテムごとに指数を設定
します。売上に影響を与え
る要素がない場合には初期
値「100」で設定します。 
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売上予測の実施〜確認 

棚割を編集して、売上がどのように変化するかを確認します。 
「売上予測結果」欄に現状と変更後の数値を表示しているため、陳列商品を変更しながら確認します。 

 

予測基準について 

売上予測は予測基準の棚割と比較して編集中の陳列を変更する事で、売上がどう変化するかを予測する機能
です。予測開始の基準として設定できるパターンは２種類あります。 

現状棚割モデルから予測する 

予測開始時点の棚割と編集されていく棚割を常に比較して、売上がどう変化するのかを予測します。 

 

他の棚割モデルから予測する 

同じ棚割の編集前、編集後で比較するのではなく、予測開始時点に別の棚割を選択し、編集中の棚割と常に
比較して、売上がどう変化するのかを予測します。 

 

 起動～準備 指数の設定 予測結果を確認 

■予測結果の表示 
⻘⽂字︓ 
予測値が現状を上回る場合 
 
⾚⽂字︓ 
予測値が現状を下回る場合 
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売上予測活⽤例 

売上予測を利用した具体的な活用事例を３つ紹介します。 
① 既存商品を差し替えすることによる売上変化を予測 
② 新規商品を陳列することによる売上変化を予測 
③ 陳列済商品のフェイス数を増やすことによる売上変化を予測 

① 既存商品を差し替えすることによる売上変化を予測 

棚割モデルに未陳列の既存商品を新たに陳列した際の売上予測を⾏います。 
1. 商品配置-［削除］もしくは［移動］にて、陳列済みの商品を棚から外します。 
2. 商品配置-［商品挿⼊］より商品を挿⼊します。 
3. 予測結果を確認します。 

 

② 新規商品を陳列することによる売上変化を予測 

新規商品を陳列した際の売上予測を⾏います。 
1. 商品配置-[挿⼊]などから新規商品を陳列します。  
2. ［新規陳列商品］をクリックし、予測値を⼊⼒します。 
3. 予測結果を確認します 

  

売上実績が存在しない新規
商品を陳列する場合、仮の
予測値(もしくは想定実績)
を設定する必要がありま
す。詳しい設定方法は「新
規陳列商品の予測値を設定
する」７P を参照してくだ
さい。 

定番商品で話題になった商
品などは売上に影響を与え
る「アイテム指数」の値が
他商品よりも増加している
ことが考えられます。 
その場合は「アイテム指
数」の値を調整し、売上の
変化を確認しましょう。 
詳しい設定方法は「アイテ
ム指数」３P を参照してく
ださい。 
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③ 陳列済商品のフェイス数を増やすことによる売上変化を予測 

既に陳列されている、売上が良い商品のフェイス数を増やした場合の売上予測を⾏います。 
また、事前にハイライト分析「ABC分析」を反映した状態で商品移動を⾏うことで売上が良い商品の判別が
より分かりやすくなります。 
1. 棚割操作-[ハイライト]ボタンをクリックします。 

 

2. 「売⾦ ABC」項目を選択し［開始］をクリックします。 

 

3. 色分けが反映されたことを確認し棚割操作-[売上予測]ボタンをクリックします。 
4. 「予測基準」より「現状棚割モデルから予測」を選択します。 
5. A ランクの商品をゴールデンゾーンに移動させる、C ランクの商品を他商品に差し替えるなどの 

編集を⾏うことで売上予測結果の変化を利益向上を確認できます。 

 

■ハイライト分析 
今回は商品を売上⾦額の高い順
に ABC のランク分けを⾏う
「売⾦ ABC」にて分析を⾏い
ましたが、その他のハイライト
分析項目については操作テキス
ト『棚割分析編』をご確認くだ
さい。 
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新規陳列商品の予測値を設定する 

売上予測は、「位置指数」「フェイス指数」「アイテム指数」の3要素と、［分析設定］で
設定された「売上情報」を元に計算します。  
売上情報の存在しない商品（新規陳列商品やダミー商品）が存在する場合、その商品の予
測値はゼロになり、棚割全体の売上予測値も下がってしまいます。 新規陳列商品に対して
は「仮の売上情報」を登録する事で売上予測を成⽴させる事ができます。 

 

新規陳列商品の「売上数量」や「売上⾦額」、「粗利益」に予測値を⼊⼒します。 
1. 「新規陳列商品」ボタンをクリックすると、新規陳列商品の一覧が表示されます。 

 

■「1F/ゴールデンゾーンに陳列した場合の予測値を⼊⼒して再計算します」 
1フェイスでゴールデンゾーンに陳列したと仮定して、想定売上を⼊⼒します。 

■「⼊⼒した値を予測値に採用します」 
⼊⼒した売上を元にフェイス数や陳列位置を考慮して予測計算が⾏なわれます。 

これまで棚に陳列されてい
なかった商品(新商品など)
を陳列した場合には、予測
結果の下に「売上情報が設
定されていない商品があり
ます」と⾚字でメッセージ
が表示します。 

画⾯下部には参考情報とし
て陳列済商品のフェイス数
や売上情報が一覧で表示す
るため、⼊⼒時の参考にで
きます。 
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単品明細を出⼒する 

売上予測の結果はPDFやExcelに出⼒することができます。売上予測前後の売上と比率を単
品単位で出⼒できるため、予測結果の詳細を確認したい場合に有効です。 

1. ［単品明細］ボタンをクリックします。 

 

2. 売上予測の単品明細画⾯で［出⼒］をクリックします。 

 

3. ［実⾏］をクリックしファイルを保存します。 
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